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生体膜は細胞と外界とを隔てる、生物にとって必要不可欠な重要な構成要素である。地

球生命はリン酸、グリセロール、脂肪酸からなるリン脂質を細胞膜に用いているが、生

物群によって異なる成分が用いられている。リン脂質細胞膜の親水性部分を構成するリ

ン酸グリセロールの場合、真核生物、真正細菌ではグリセロール 3-リン酸が用いられて

いるのに対し、古細菌はその異性体のグリセロール 1-リン酸を用いている。リン脂質の

合成条件と、その異性体比を明らかにすることは、初期地球環境において生命誕生へと

至る化学進化が起きた条件の制約につながると期待される。そこで、本研究では、初期

地球環境の陸上環境を想定した乾燥実験、乾燥―湿潤実験を行い、GC/MS を用いてリ

ン酸グリセロールの合成条件と、その異性体の割合を定性、定量的に評価することを試

みた。 
出発物質として、リン酸（H3PO4）とグリセロール(C3H8O3)各 20 mmol/L を用いた。

尿素とギ酸アンモニウムを触媒として加えた。0.5 mL の溶液を 2 mL チューブの蓋を開

けた状態で、65℃で 1~10 日間反応をさせた。乾燥―湿潤実験では 24 時間ごとに水を加

えた。反応終了後、トリメチルシリル化した後、GC/MS を用いて分析した。 
反応過程で水を追加しない乾燥実験の場合、65℃で 3 日以上反応した試料から、グリ

セロールリン酸が検出され、反応時間と収量に相関がみられた。約 24 時間以降は水が

蒸発し乾固していたことから、固相の状態で反応が進行したとみられる。反応途中に水

を追加した乾燥-湿潤実験でもグリセロールリン酸が検出されたが、その収量は乾燥実

験に比べてわずかであった。触媒として尿素とギ酸アンモニウムの両方を加えた場合、

グリセロールリン酸が検出され、その収量は、触媒の量と共に増加した。触媒を加えな

い場合、ホルムアミド触媒を用いた場合には検出されなかったことから、リン酸グリセ

ロールの生成には触媒の影響が大きいことが分かる。発表では、各条件におけるグリセ

ロールリン酸異性体間の量比についても報告する。 
 
 
Abiotic synthesis of glycerol phosphate in the dry condition of Early Earth.   
*A. Shinozaki1, (1Faculty of Science, Hokkaido University) 

PR0055




